
荻生徂徠

お ぎゅ う - そ ら い 　 【荻 生 徂 徠】
(1666-1728) 江戸中期の儒学者。江戸の人。名は双松 ( なべまつ )、字 ( あざな ) は茂卿 ( しげのり
)、通称は惣右衛門。徂徠は号。物部氏より出たので物 ( ぶつ ) 徂徠などと称する。初め朱子学を
学んだが、のち古文辞学を唱え、古典主義に立って政治と文芸を重んずる儒学を説いた。柳沢吉
保・徳川吉宗に重用された。著「弁道」「論語徴」「園随筆」「南留別志 ( なるべし )」「訳文筌蹄」な
ど。
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